2019年度第2回常任幹事会議事録
日　時　2019年7月17日（水) 15時00分～17時30分

場　所　日本分析化学会会議室

出席者　早下支部長、藤浪・川田・山本各副支部長、本田・安田・会田・石川・岩崎・上野・梅林・梅村・大塚・小谷・坂元・坂本・敷野・四宮・東海林・菅原・鈴木憲子・鈴木康志・谷合・津越・林・吉田各常任幹事、（合計26名）


常任幹事会としては初めてなので自己紹介を行った。
1. 前回議事録確認
　　去る3月13日(水)に開催された2019年度関東支部（新旧引継）幹事会議事録（別紙2-1）について、事前に mail で配信の上、早下支部長から報告があり、異議なく承認された。
2.　報告事項
（1）会計中間報告
川田副支部長より、6月30日現在、支部会計中間報告（別紙2-2）について、報告があった。第59回機器分析講習会第4コースについては開催日の関係で収支の一部が今年度に持ち越されている。また、第60回機器分析講習会第1コースについては終了している。これらの収支について、摘要正味財産増減一覧表関東支部分を使って詳細に説明された。
（2）第59・60回講習会中間報告
各講習会担当から別紙2-3のとおりそれぞれ報告があった。
　　①石川常任幹事より、第1コ－スは6月13日(木)14日(金)にアジレントテクノロジー㈱芝浦オフィスにおいてされ、21人が参加した。昨年度までのアンケートの結果を踏まえて、実習・講義の内容を一部変更した。今回は情報交換会の参加者が少なかった。講習から引き続き参加してもらえるような工夫をする必要がある。
②吉田常任幹事より、第2コースは10月23日(水)～25日(金)に慶應義塾大学薬学部において開催予定、申し込みはスタートしてしているが、現状の参加申込数は15 人前後との報告があった。。
第3コースは現状未定である。
（3）化学分析基礎実習
　　　林常任幹事より、別紙2-4のとおり化学分析実習コースは8月29日(木)、30日(金)に東京理科大学神楽坂キャンパス10号館において開催予定、現在 35人の申し込みがあり、6月中に満員御礼となって募集を終了した。講習日程を 2日間にしてからは毎年定員を充足しているとの報告があった。
（4）若手の会活動報告
　　　東海林常任幹事より、別紙2-5のとおり7月5日(金)、6日(土)に、「マホロバ・マインズ三浦」にて令和元年度関東支部若手交流会を開催した。講演4件、学生講演3件、ポスター発表では、学生ポスター賞や優秀ポスター賞を贈呈したことが報告された。参加者は合計約 66人であった。(一般 20 人、学生 46 人) 収支については、現在処理中であり次回常任幹事会で報告予定である。

また、日本分析化学会第68回年会in千葉大学西千葉キャンパスでは若手企画が行われる。
（5）第2回横浜セミナー (神奈川地区分析技術交流会)
　　　別紙 2-6 のとおり、大塚常任幹事より、第2回横浜セミナー (神奈川地区分析技術交流会)を来る7月26日(金)の10:00から16:40まで、ホテル横浜ガーデンで開催されることが報告された。HP に公開された情報では、参加者も順調に増加している。昨年は環境分析に重点を置いたが、今年はより幅広い分野の分析についてご講演いただく予定である。本交流会は主催 : (公社)日本分析化学会関東支部、共催 : (一社)神奈川県環境計量協議会という体制で実施されており、経費については企業からの協賛金と支部からの補助金 5万円で運営予定であることが報告された。

（6）新潟地区
　　　梅村常任幹事より、第33回新潟地区部会研究発表会を来る9月20日(金) 新潟大学五十嵐キャンパスにおいて、特別講演2件、一般講演6件、ポスター発表を開催予定である旨報告があった。
また、別紙 2-7 に従い、新潟地区若手賞の応募をスタートしている。この賞の表彰式も、上記発表会の中で表彰式を行う予定であることが報告された。
（７）第16回茨城地区分析技術交流会
　　　山本副支部長より、別紙2-8 の通り、11月29日(金)いばらき量子ビーム研究センターにおいて、講演 4 件、ポスターセッション等が予定されていることが報告された。詳細は「ぶんせき」のおしらせ欄に掲載すると共に、支部 HP にて公開する。20-25件程度のポスター発表と10社程度の企業ブースも出展予定であることが報告された。
（８）群馬地区講演会について
　　　菅原常任幹事より、12月20日(金)に宇都宮大学を会場として、第 1 回群馬・栃木地区分析技術交流会の開催を予定していることが報告された。支部長講演を含む講演プログラムも検討されており、決まり次第支部 HP` 等で公開する。
（9）第15回千葉県分析化学交流会
四宮常任幹事より、現在の準備の進捗状況が報告された (今年度の開催は未定)。
（10）支部ニュース30号
　　　坂本常任幹事より、支部行事で終わったものから原稿依頼を出すので、ご協力をお願いしたいとの依頼があった。
（11）理事会報告
　　　早下支部長より、前回理事会で配布された資料に会議について報告があった。別紙のとおり、本部内での広報関係の組織変更の件や、学会財政改善のための「ぶんせき」誌電子化・年会費検討タスクフォース立ち上げ等について報告された。
（12）各誌編集委員会報告

12-1「ぶんせき」編集委員会
　　　会田常任幹事常任幹事より、別紙 2-9に従い、編集委員会で議論されている内容や新規企画(ぶんせきの泉)のついて説明があった。
12-2「分析化学」編集委員会
　　　東海林常任幹事より資料に基づいて来年の特集題目「質」・「産業を支える分析化学」で原稿募集が行われることが報告された。またこれまでは別刷り代として取っていた分を、掲載料として徴収する事が検討されていることが報告された。一方、論文掲載料が課せられると投稿件数が減る可能性もあることが議論された。
　　　　各種の企画や表彰、2020 年度からのWeb 投稿システムの導入などで投稿数を確保しようとしているが、財政的にかなり厳しい状態にある。理事会報告でも触れられているが、学会誌の維持と収支の問題について議論された。

12-3「英文誌」編集委員会
岩崎常任幹事より報告された。科研費も継続され IF を向上させるような PR 活動を継続する。
（13）第68年会(2019年)の件
　　 千葉大学藤浪先生より、2019年9月11-13日に千葉大学西千葉キャンパスを会場として開催される関東支部主催年会について進捗状況の報告があった。参加登録もスタートしているので、多くの方にご参加いただきたい。産官学交流カフェや企業出展やランチョンセミナーなど、企業との交流や企業出展数も集まっている。
(14) その他
　　特になし
3.　協議事項
（1）学会賞等候補者推薦委員委嘱の件
　　　早下支部長より、標記委員候補者案（別紙2-10）について説明があり、下記のとおり委嘱することを承認した。所属については最新の情報に更新し、今後辞退者が出た場合は支部長に一任することとなった。
　　　　委員長　　早下　隆士
　　　　委　員　　会田　秀樹　　上原　伸夫　　川田 哲　　　坂本 美穂

四宮　一総　　菅原　一晴　　鈴木 康志　　林 英男
藤浪 眞紀　　本田 俊哉　　安田 純子　　山本 博之
(2) 2020 年度支部活動について

　　藤浪副支部長から別紙 2-11 に基づいて支部活動全般に対する提言があった。
今回は地区講演会のあり方に絞って討議された。
年 1 回集まって同じ地域を拠点にしている関係者との交流の場を維持することには意味がある。また非会員で交流会に参加し、会員になるケースもある。アクティビティの証明・根拠になる。
一部の地区活動は会員数増強のためにスタートした地区もあるが、各地区間の状況の違いが大きくある。会員数の増強を目指すのであれば、入会パンフレットのようなものが不可欠だが本部にもそうしたものはなく、まして地区で会員を増強するというのは困難である。技術的・研究的な部分で興味・関心をもたれることが必要なのだが、現在の学会発表を見ていると産業分野で求められている分析になっていないことなどが議論された。

＜その他のコメント＞
地区活動については 10 万円を基準額として、必要に応じて不足額を要望していただくという案も提案された。
講習会についてはメーカーに会場提供をしていただいているので、担当者・担当会社の変更は難しい。
若手交流会でも企業の若手研究者をターゲットとしたいという意見は出ている。
次回の常任幹事会でも継続審議予定
(3) 2022 年度第 82 回分析化学討論会について

　　藤浪副支部長から別紙 2-12 に基づいて説明があった。茨城大で開催予定、委員長は山本博之副支部長が担当予定という案が提示された。
(4)来年度新年会について

　　本田常任幹事より、2020年の新年会の日程については、2020年1月8日（水）に秋葉原ダイビルで開催予定であることが報告された。会場は 12:00から18:00で仮押さえをし、今後、式次第などについて、継続審議をする。
(5) 　来年度3月引き継ぎ幹事会について

　　昨年・一昨年と慶応大学薬学部を会場として利用させていただいた。今年度は会場候補として早下支部長の上智大学も検討予定である。
4．補足資料 : 昨年度審議事項で 2019 は審議されなかった事項
（1）新世紀賞・新世紀新人賞について　(下記は 2018 年度議事録より抜粋)
2018年度については既に新世紀賞・新世紀新人賞の募集要項を会告に公開しているため、次年度に向けて新世紀賞・新世紀新人賞の授与経緯、賞設立の趣旨なども鑑みて応募規定の修正を検討する。

（2）主催、共催、後援のあり方について(下記は 2018 年度議事録より抜粋)
　　現在、主催、共催、後援などの用語が明確な定義付けなく運用されてしまっている。助成額や義務的な作業負担などを明確化して、運用する必要がある。そこで、本部規定などを参考に、今年度中を目途として、こうした主催、共催、後援などの用語の定義づけと運用ルールの明確化に着手することとなり、今回は参加者の意見を伺った。今後も、用語の定義について詳細な調査を行う。
　　　＜参加者からの提案例＞
　             助成額　        義務的負担

主催　　上限20万円　  イベント実行委員の中に支部幹事 or 常任幹事が入っている

　　　　　　　　　　　　　　　書式に則った会計報告書の提出

　　　　　　　　　　　　　　　支部ニュースなどの報告書類の提出

共催　　上限5万円　   常任幹事会などで進捗状況を報告

　　　　　　　　　　　　      5万円分の領収書の提出
　　　　　　　　　　　        支部ニュースなどの報告書類の提出

後援　　  なし　　　    支部長の承認が必要
�実際の参加者名簿で確認





